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地域経済循環分析 http://www.env.go.jp/policy/circulation/

注）消費＝民間消費＋一般政府消費、投資＝総固定資本形成（公的・民間）＋在庫純増（公的・民間） 2

自然資本（環境） 人的資本 人工資本 社会関係資本

地域資源ストック：フローを支える基盤

注）石炭・原油・天然ガスは、本データ
ベースでは鉱業部門に含まれる。
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財産所得、企業所得、税金等が含まれる。

（投資の約3.8％）

約31億円

民間投資の流入：

電気機械、金属製品、窯業・
土石製品、その他の製造業、
住宅賃貸業、精密機械、公務、
農業、一般機械、繊維、

所得の獲得：

（消費の約23.1％）

約734億円

民間消費の流出：

815

460

3,172

その他所得（1,853億円）

雇用者所得（2,593億円）

東近江市総生産（/総所得/総支出）4,446億円【2013年】
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エネルギー代金の流出：

約294億円 （GRPの約6.6％）

石炭・原油・天然ガス：約68億円

石油・石炭製品：約131億円

電気：約77億円

ガス・熱供給：約18億円



Sustainable
Human

Well-Being

Built
Capital
(built infrastructure,
factories,
houses,
roads, etc.)

Social
Capital

(social networks,
family and friends,

norms and rules,
institutions, etc.)

Natural
Capital

(non-built infrastructure,
ecosystems,

biodiversity, etc.)

Human
Capital
(population,

health,
 education,

information, etc.)

人的資源

人口・健康・教
育・情報 等

社会資本

建築物・工場・
道路・住宅 等

社会関係資本
ﾈｯﾄﾜｰｸ・家族・
友人・規範 等

自然資本

生態系・生物多
様性 等

資金循環におけるベースの考え方
Point①地域資源を活用して魅力向上

・歴史文化遺産の磨き上げ
・地域の人財の磨き上げ
・インフラの有効活用

Point②地域資源を再評価し保全・再生
・森林、河川の保全・再生
・生活弱者対応と地域共生の仕組みづくり

Point③ソーシャルキャピタルの醸成
・市民意識変化による社会変革
・セーフティーネットの構築

自然環境をベースにそれらを保全し活用する取組
人と人・人と自然をつなぐ取組

資金循環に係る東近江三方よし基金の役割

①外から調達
寄附・出資
休眠預金
公的資金

②流出を止める
消費の流出約700億円
相続による流出？億円

③地域で回す
信金預貸率40％の改善
タンス預金の循環

商店の魅力向上
地元消費の喚起
遺贈寄付の普及
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基金設立に向けて

検討会開催、設立準備会呼びかけ
・検討会委員から設立準備会への参加を呼びかけ
・各分野のキーマンを想定

設立準備会設置
・設立準備会設置について記者発表
・寄附の呼びかけ

一般財団法人東近江三方よし基金設立
・３００万円以上の寄附金が集まった時点で法人登記
・同時に公益認定を県に申請
・運営体制の整備

公益財団法人東近江三方よし基金設立

【行政から】
・目的別補助金の運営委託

【市民から】
・事業指定寄附
・募金
・遺贈（遺言による財産寄附）
・投資信託

【事業者から】
・寄附
※金融機関の寄附型預金等
・融資、出資

【その他団体から】
・休眠預金

資金調達
公益財団法人

東近江三方よし基金

Point 社会的収益の見える化
（経済価値、社会的価値）

Point 社会的認証（信用）

非資金的支援
（中間支援組織と連携）

・団体の育成指導
・コミュニティビジネス支援
・ラウンドテーブル
・コミュニティシンクタンク

活用例

●助成
公益活動への補助金
事業指定寄附制度
冠基金による助成制度

●助成＋融資
金融機関との協調融資

●融資
コミュニティ融資

●地域通貨
＝人と人をつなぐ交換ツール
電子マネーの活用等

●東近江版SIB
（ソーシャルインパクトボンド）

行政補助金等を成果型へ移行

自然資本
～森里川湖～

人工資本
～インフラ～

社会関係資本
～人と人のつながり～

人的資本
～次世代育成～

2015年度

2016年度

2017年度

2018年度
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コレクティブインパクト事業

＜共有：円卓会議の開催＞
様々な分野の事業者、研究者、行政、
NPOが現状と課題を共有
・日本の森林林業施策の現状と課題
・東近江市の森林の現状と課題
・森林資源の有効活用の必要性
・今後100年に向けた森林づくりの
必要性
・人材育成、独自の資金調達など必
要な仕組みづくり
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コミュニティ助成
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2019年度～2022年度公募分 17事業 総額6,613,000円

対象事業の要件（すべて満たすことが条件となります。）
・東近江地域の豊かな自然資源（森・里・川・湖）を活かす
・市が策定した「東近江市100年の森づくりビジョン」に貢献する
・エネルギー消費の削減、生物多様性の保全など、環境に配慮する
・地域の人と人とのつながりが生まれる
・持続可能な東近江市の将来社会の実現につながる
・地域の課題解決につながる

一般社団法人TeamNorishiro
「山主と働きもんのコラボレーション事業」

さとやまNannies
「さとやまNannyプロジェクト２０２１」

東近江トレイル実行委員会
「東近江トレイルツアー」

＜特徴＞
・分野や立場を超えた連携事例（森と福祉、森と子ども、里山とエコツアー等）
・事業の継続性を意識した提案と伴走支援
・環境、地域経済、社会課題の視点から成果評価を導入



東近江に再びイヌワシを呼び戻すプロジェクト協議会

イヌワシを呼び戻すには大きな事業規模と年

数が必要であり、すぐに成功することは難し

いのが現状。

イヌワシを呼び戻そうとする取り組みを通して広

く住民や県民に関心を持ってもらうことが重要

森で起こっている出来事を知ってもらい地元

の森の持っている生態的潜在力を知ってもら

う

生物に適する森はヒトに対しても健全な森で

あり実は自分たちと深いつながりがあること

を知ってもらう機会としたい。

事業が目指すもの

東近江に生息していた
イヌワシの個体

当時イヌワシの狩場と
なっていた場所

イヌワシのペア

天狗堂からの景色

イヌワシが生息しなくても森はあるがイヌワシの生息する森はそれだけで地元の自然遺産である。



コミュニティ融資

【基金の役割】
・環境、経済、社会を含む公益性評価
・成果目標達成のための伴走支援
・利子補給

社会 地域密着度 （地域の自然と人と関わる時間） 人・時間 

経済 
地域経済への貢献度  

（地域内循環額、地域外流出阻止額） 
万円 

環境 
環境への配慮度 

（里山保全、再エネ、省エネ、CO2 排出削減量） 
KgCO2 

 

公益財団法人三方よし基金と湖東信用金庫は、東近江市において、社会・経済や、
地域にとって必要である公益性の高い事業を行う事業者様を応援します。
融資を希望する事業者は、公益性評価に関する申請を東近江三方よし基金に行い、
その報告書と共に湖東信用金庫に融資申込を行う。一定基準以上の評価を得た事業
者にのみ融資を実行する。この制度融資に関しては、一部基金が利子補給を行う。

公益財団法人
東近江三方よし基金

融資相談社会性の審査

地域金融機関

事業主体

融資

＜公益性評価基準＞
ガバナンス・コンプライアンス
事業の妥当性
実行可能性
継続性
環境の視点
地域経済の視点
社会課題の視点
波及効果
連携と対話

東近江市永源寺相谷熊原遺跡出土
「縄文のビーナス」
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支援事例

団体名：愛のまち合同会社
事業名：スーパー再建による持続可能な地域課題の解決

公益性評価のポイント：
地域の課題を的確にとらえ、今だけでなく将来の地域の不安も解消しようとする
素晴らしい取り組みである。地元食材の調達など環境への貢献も期待されるとと
もに、地域の雇用創出など地域経済への貢献についても考慮されており、公益性
の観点からも高く評価できる。

融資額：500万円



滋賀県立大学、滋賀県琵琶湖環境科学研
究センター 等 地元活動団体

環境省
事業化支援チーム

東近江市版ソーシャルインパクトボンド（SIB）

【進め方】
選考会＆成果目標設定（基金）
出資募集（金融会社）
事業者への資金提供
成果報告書提出（事業者）
成果評価委員会、成果報告会（基金）
出資金償還（公→基金→PSI→出資者）

【実績】
事業数 25事業（2016年～2022年度）
出資募集総額 17,330千円
出資者累計 459件



簡易魚道の見試しで大人の川ガキづくりプロジェクト

SIBの成果目標
(1)簡易魚道の材料を整え、見試し活動を通して、地域内外の大人の川ガキが育成で
きている。
(2)事業効果の見える化ができている
・愛知川との関係時間の増加（人数×時間）
・愛知川漁協スタッフの変化（川に対する行動・意識の変化、目的関数の増加）
・魚道の見試し参加者の変化（川に対する行動・意識の変化、ワクワク度の増加）
・協働の川づくりの体制（パートナーシップの多様性）の見える化
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公益財団法人
東近江三方よし基金

（基本財産は772名の志民寄附）
H29.6.12設立→H30.7.2公益認定

東近江市版SIB事業
（地域の社会的投資による成果連動補助金）
自然環境を生かした新・近江商人応援事業
（寄附を活用した起業・創業支援助成） etc

湖東信用金庫
（地域金融機関）

・地域の社会的投資商品
の紹介
・東近江三方よし基金の
理念に貢献する起業・
創業提携融資を検討

プラスソーシャルインベ
ストメント株式会社
（第二種金融商品取引業者）
・社会的投資の案件組成
・社会的投資のためのプ
ラットフォーム設置・運営

東近江市における社会的投資推進に関する協定締結（2018.11.16）

東近江三方よし基金では、環境（CO2、生物多様性）、経済（地域経済貢献度）、社会（人と自然・人と人のつながり時間）の視点で、分野を超えてつながるプロジェクトを支援
Environment＆Social（人と自然、人と人のつながりの継承）

MURASAKI no ORGANIC
万葉の時代から滋賀県東近江地域にある「紫草
（ムラサキ）」を使ったオーガニックのスキン
ケアコスメ「MURASAKI no ORGANIC」を商品化。
耕作放棄地の解消と山間部の雇用創出を目指す。

政所茶生産振興
室町時代から続く有機栽培・手摘みの政所茶
の継承を実現するため、付加価値の高い販路
開拓、山村の丁寧な暮らし体験ツアー等を実
施する。

東近江市版SIB 市民共同発電所
市民出資で太陽光発電を設置し、その売電益は地
域商品券で還元し、地域でお金を回す仕組みにつ
なげる。その一部を公益活動への寄附にあてる団
体もある。

社会的投資

がもう夢工房
空き店舗を改修して、地域の拠り所としてコ
ガモカフェをオープン。着地型観光や人材バ
ンク、子ども食堂など、地域の拠点として活
用。定期的にマルシェを開催し、地元野菜や
果物を販売。

薪プロジェクト
獣害を防止するため雑木林を伐採し更新するた
め、雑木を薪として販売し、エネルギーとして
利用する仕組み。薪割作業を地域の働きづらさ
を抱える若者らの中間的就労の場となる。

東近江市版SIB

東近江三方よし基金では、市、中間支援組織と連携して多様化する地域の課題を発見・共有し、
共通価値を創出する自治のあり方を継承

✔地域自治の基本となる課題発見能力と共感力（小さな夢やSOSを見落とさない関係性の構築）
✔気づきから行動、そして仲間づくりへのサポート
✔一粒で二度も三度も美味しい、をベースにした地域「総働」の実現

Local Governance（共に考え、共に創る 地域自治の継承）中間支援組織：NPO法人まちづくりネット東近江との連携

コレクティブインパクト事業
利害関係者が多く、複雑な課
題について取り上げ、課題の
共有から協働プロジェクトの
創出、課題の解決に導くため
のチャレンジ。
ラウンドテーブル運営委員会
と連携する。
実績：①イヌワシの棲む森づ
くりプロジェクト 等

東近江市環境円卓会議
環境・経済・社会の視点
で、分野を超えてつなが
るプロジェクトを普及す
ると共に、環境基本計画
の進捗管理も担う。新た
な地域課題を深め共有す
る場を設定する環境円卓
会議を運営する。

地域ブランディングの本
質
東近江市で暮らし続ける地
域ブランディングを実現す
るため、市民が主体的にま
ちに関わろうという前向き
な気持ちを育む人材育成に
ついて行政、市民、企業、
教育機関等が議論し具体策
を検討する。

Laque
マスカットベリーAを中心としたワイン用のぶど
うの栽培や醸造技術の習得を行い、東近江市産
ぶどう100％のワインを自家醸造・販売できる体
制を構築することを目指す。

東近江市版SIB

社会的事業への資金調達支援に関する協働協定書（2017.6.20）
東近江市・事業者募集及び交付金支払 ・評価委員会に参加

東近江市版SIB

・普及啓発

プラットフォーム新たな課題 人材育成

東近江市版SIB

【NPO法人まちづくりネット東近江】
Vision：誰もがまちの創り人（つくりて）となる社会を目指して

Mission：思いを形にしたい人達のあゆみに寄り添う

循環共生型社会を実現するESG地域金融～東近江三方よし基金の事例から～


